
 

西口議員 

 

説明資料 



 

新亀岡駅駅北植樹帯を保津川に変更 



 

保津橋から渡月橋まで保津川開削図  



 

世界の名勝保津川下り案内板三ケ国語  



 

舟の観客や船頭は陶芸習ってた妻の作品  



 

開削で幅広の筏流し１２連大量輸送可能  



 

十石・八石で積み荷を二石減量の目印  



 

綱道を三人の船頭で舟を曳き上る姿  



 

川辺の大岩は綱はじきで綱を川に誘導する



 

保津川の地名・名所・伝承・等看板設置  



 

終点嵐山渡月橋・陸の保津川下り  



 

とこなげさんの旧瑞泉寺さんの厚地標識  



 

旧瑞泉寺山門跡の石垣残る  



 

旗本村上三郎右衛門吉正家子孫墓所  



 

旗本村上家の墓所入り口の石囲い  



 

手前明治時代の村上正備の石塔、 

その奥が吉正の嫡男・三正の墓標 



 
右奥から三代目・四代目・五代目・六代目・ 

七代目・八代目と墓石は続く。  



 

奥から三代目から続いて石塔は並ぶ。 



 

自然石の墓石は九代目三十郎まで確認。 



 

清水寺仁王門徳川家光改修資金角倉了以  



 

平成２７年３月保津八幡宮文化財指定  



 

清水寺仁王門前・徳川家光石灯篭献納  



 

仁王門の前並んで角蔵家献納石灯篭。 



 

 

 

応仁の乱以降、荒れた清水寺改修計画立案し、 

資金は角蔵了以に要請したと伝えられており、 

徳川幕府三代将軍・徳川家光と角蔵家の関係が偲ばれる。 


